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データ・プライバシーの教科書
GDPR対応を中心とした基本編

【本書のポイント】　※本文中図表のカラー版とプライバシー・ノーティス等各種テンプレート（付録1～6）を格納した【CD-R】つき

◎GDPRへの対応策を網羅しつつ、一層強まる各国のデータ保護関連法令にも対処
◎“こういう情報が欲しかった！” 明確に法制化されていない部分への考え方も
▽よくある質問と回答集（FAQ）つき

　「当社はGDPR が適用されますか？」　「名刺管理ソフトの使用について注意すべきことは？」
　「欧州での展示会出展時に注意すべきことは？」　「Cookie のバナーは必要？」ほか　

★個人情報を取り扱う全ての人の羅針盤！ 関係部署・現場必携の実用書
　GDPRをはじめとする国内外のデータ保護関連法令に対処する！　

【執筆者】寺川 貴也 氏　テクニカ・ゼン 株式会社 代表取締役社長

データ・プライバシーの教科書 GDPR対応を中心とした基本編 書籍

※FAX番号はくれぐれもお間違えの無い様お願い致します。

★書籍申込書

（書籍申し込み要領）
◎右記記入の上、FAXでお申込を承ります。
◎お申込書を確認次第、書籍、請求書および
振込要領をお送りいたします。
◎未発刊の書籍をお申込の場合、申込書を確認
次第、受領書をお送りいたします。
発刊時に弊社より書籍、請求書および振込
要領をご送付いたします（送料は弊社負担）
◎お支払いは請求日翌月末日までに、銀行振込
にてお願いいたします。原則として領収証の
発行はいたしません。
◎振り込み手数料はご負担ください。
★ https://www.johokiko.co.jp/
の申込みフォームからも承ります！

ご連絡頂いた、個人情報は弊社商品の受付・運用・商品発送・アフターサービスのため利用致します。今後のご案内希望の方には、その目的でも使用致します。
今後のサービス向上のため｢個人情報の取扱に関する契約｣を締結した外部委託先へ、個人情報を委託する場合があります。個人情報に関するお問合せ先 policy@johokiko.co.jp
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　世界のデータ・プライバシー対応を専門とするコンサルタント。プライバシー・マネジメント・プログラムの導入や、世界のデータ保護法
動向、プライバシーとテクノロジーとの接点に関して強みを持つ。世界最大のプライバシー専門家協会であるIAPPが発行する欧州法の
専門家認証CIPP/Eおよびプライバシー・マネジメント・プログラムの専門家認証であるCIPMを保有する他、JETROの専門家として中小
企業を中心に50社以上にデータ保護法に関するアドバイスを提供してきた。

＜目次＞　※弊社ウェブサイトに更に詳しい目次を掲載しています。ウェブでも購入可です。　「情報機構　BC200203」と検索！
第１章　データ・プライバシー対応の基本
　１．域外適応の存在
　２．データ・プライバシー対応の要素
　３．データ・プライバシー対応の勘所
　４．継続する
　５．データ・プライバシー対応を理解するための

本書のアプローチ
第２章　GDPR 対応を行う前に理解しておくと良い概念
　１．GDPR は法律である
　２．データ・プライバシー対策は

サイバーセキュリティ対策と異なる
　３．リスク・ベースド・アプローチには「答え」がない
　４．データ・プライバシーは個人を中心に考える
　５．なぜ、プライバシーは大切なのか
第３章　GDPR 対応の基本
　１．GDPR はどのような法律で誰に適用されるか
　２．個人データの定義
　３．処理、データ主体、管理者、処理者、監督機関
　４．正当な法的根拠
　５．個人データの最小化と個人データの目的外利用の制限
　６．個人データは変化する
　７．データ主体の権利

第４章　プライバシー・リスク・マネジメントとデータ・マッピング
　１．プライバシー・リスク・マネジメントの基本的な考え方
　２．プライバシー・リスク
　３．プライバシー・インパクト・アセスメント(PIA / DPIA)
　４．データ・マッピング
第５章　プライバシー・バイ・デザインとその導入方法
　１．プライバシー・バイ・デザインとは何か
　２．プライバシー・バイ・デザインの7 つの原則
　３．プライバシー・バイ・デザインの導入方法
第６章　安全保護策について
　１．安全保護策についてのGDPR の要求事項
　２．監督機関によるガイドラインと内容の一例
　３．　一般的な脅威への対策と企業のホワイト・ペーパー
第７章　データ保護責任者(DPO)
　１．DPO の任命義務
　２．DPO の任命時の注意事項
第８章　プライバシー・ポリシーやその他のポリシー
　１．ポリシーとは何か
　２．ポリシーを組織に展開する方法
　３．ポリシーの階層アプローチ
　４．プライバシー・ポリシーに含むべき内容
　５．ポリシー作成時のヒント

第９章　データ侵害対応プログラム
　１．インシデントとデータ侵害の違い
　２．GDPRの要求事項　３．データ侵害対応への準備
　４．データ侵害が起きてしまったら
第10章　データ処理契約(Data Processing Agreement)
　１．処理者契約　２．処理者契約に含めるべき内容
　３．処理者が契約を拒否する場合の対応
第11章　プライバシー・ノーティスの作り方
　１．プライバシー・ノーティスかプライバシー・ポリシーか
　２．個人データの直接取得と間接取得
　３．プライバシー・ノーティスを提示するタイミング
　４．提供すべき情報
　５．プライバシー・ノーティスの提示が免除されるケース
　６．簡潔で、理解可能で、容易にアクセス可能であること
　７．プライバシー・ノーティスの作り方
第12章　個人データの第三国移転
　１．日本の十分性認定
　２．個人データの第三国移転は安全に行わなければならない
　３．十分性認定　４．適切な安全保護策を講じていること
　５．代理人の任命と役割
第13 章　是正措置
　１．是正措置の種類　２．制裁金の上限　３．制裁金の決め方
第14 章　プライバシー・マネジメント・プログラム
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